別記様式(第５条関係)

京都市指定文化財等大規模修理事業補助金　交付要望書
	（あて先）京　都　市　長
	年　　　月　　　日　　

	要望者の住所（団体にあっては、主たる事務所の所在地）


	要望者の氏名（団体にあっては、その名称及び代表者名）　　　　　　　　

　　　　　
　　　　　

　　　電話　　　　―


	　京都市指定文化財等補助金交付基準第５項の特例による補助金の交付を要望します。

	要望に係る
文化財の名称
	

	修理・耐震
対策工事
※工事の見積書や明細書、工事を要する文化財の現状の写真等を添付してください。
	現状と課題：（当該文化財建造物の保存管理、耐震対策の観点から、それぞれの現状と課題を記載ください。）
工事の概要：（併せて実施する耐震対策に関する内容も含めて記載ください。）
概算工事費：　　　　　　　　　　　円

工事の期間（予定）：　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日


	文化財の活用の取組
※取組の企画書等、参考となる資料を添付してください。
	現状と課題：（当該文化財建造物の現在の活用の内容と、当該活用に関連する当該文化財建造物の保存や安全性の確保等に係る課題を記載ください。）
現在の活用状況：（公開の範囲など、現在の公益的な使われ方を記載ください。）
新たな取組の概要：（活用の現状と課題を踏まえ、公開その他の活用の基本方針や、事業期間中又は事業実施後に行う活用に関する計画を記載ください。）
取組の期間（予定）：　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日
実施体制（関係者との連携状況等）：

実施状況を把握する方法：


	寄付金等の
調達計画
	調達方法：（広報手段、調達方法、現時点での調達見込みなどを記載ください。）
調達の期間（予定）：　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日

	設計監理者
※建築士免許証等の写しを添付してください。
	氏名（団体名）：
所在地：
建築士資格者又は文化財建造物修理主任技術者資格者：
文化財建造物の修理等の実績（年度・事業名）：
・
・
・


　※　事業期間が年度をまたぐ事業（１事業で複数年にわたるもの）は、年度ごとに要望（審査）、申請や実績報告等の手続きが必要です。
